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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2024年３月期期末の決算手続を進める中で、過年度決算における誤りが、当社の連結子会社であるKASAI MEXICANA

S.A. DE C. V.（以下「KMEX」）と当社において発見されました。

　KMEXに関しては、従前よりメキシコペソ建て決算数値を米国会計基準に従ってドルに為替換算した数値を連結決算

に取り込んでおりますが、誤りが発見され、過年度に遡り調査を行った結果、2021年３月期より計算方法が誤ったま

まドル換算を行っていたことが判明いたしました。また、当社においては、過年度における有価証券報告書における

注記事項の誤り等があったことが判明いたしました。

　このため、既に発見されていたKMEXでの過年度決算における他の誤り（売掛金・固定資産の減価償却等の計上相違

等）及び対象年度において重要性の観点から訂正を行っていなかった事項も併せて、訂正を行っております。

　これらの決算訂正により、当社が2023年８月10日に提出しました第93期第１四半期（自　2023年４月１日　至　

2023年６月30日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の

４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けてお

り、その四半期レビュー報告書を添付しております。

 
２ 【訂正事項】

　

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(１) 財政状態の状況

(２) 経営成績の状況

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(１) 四半期連結貸借対照表

(２) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

　四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係

　セグメント情報等

　１株当たり情報

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂

正後のみを記載しています。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第92期
第１四半期
連結累計期間

第93期
第１四半期
連結累計期間

第92期

会計期間
自 2022年４月１日

至 2022年６月30日

自 2023年４月１日

至 2023年６月30日

自 2022年４月１日

至 2023年３月31日

売上高 （百万円） 37,002 50,187 175,440

経常利益又は経常損失(△) （百万円） △2,960 1,782 △13,140

親会社株主に帰属する
四半期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

（百万円） △3,136 1,291 △13,133

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △400 712 △8,564

純資産額 （百万円） 29,621 21,039 21,106

総資産額 （百万円） 147,917 140,344 148,315

１株当たり四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

（円） △81.07 33.37 △339.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 13.6 8.2 7.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第92期第１四半期連結累計期間及び第92期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１

株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第93期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 主要な関係会社については、当第１四半期連結会計期間において、欧州セグメントに含まれていた当社の連結子会

社であるKASAI SLOVAKIA s.r.o.の清算が結了したため、連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

（継続企業の前提に関する重要事象等）

当社グループは、前連結会計年度において３期連続で営業損失を計上しており、また、後記（追加情報）（財務

制限条項）のとおり財務制限条項に抵触していること等から、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に重要な

疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しているものと認識しております。

当社グループでは、当該事象又は状況を改善、解消すべく、前連結会計年度までに経営体制の刷新や生産体制の

見直し等の対応策を実施してまいりましたが、当連結会計年度においてもグループの収益力向上及び財務体質の改

善・強化を図り、安定した経営基盤を築くために、以下の対応策に取り組んでおります。

 
 (1) 経営再建策の断行

① 北米拠点では、外部専門家も交えた再建チームを立ち上げて、業績悪化の真因究明、課題に対する具体的な

対応策を組み込んだ経営再建策を策定・断行してまいります。また、主要販売先OEMとも協働し、生産現場

改善にも取り組んでまいります。

② 欧州拠点では、拠点再編・不採算事業の撤退等も含めた収益改善施策を検討してまいります。

③ 本社拠点では、人員体制の最適化等による人件費抑制策等の施策を継続的に実施してまいります。

 

 (2) 資金繰りについて

① 各取引金融機関には、財務制限条項の抵触を理由とする期限の利益喪失請求等の権利行使を猶予いただくこ

とにご同意頂いております。その後も継続的な支援が得られるように、各取引金融機関とは定期的に協議

を行う等により緊密な連携を続けてまいります。

② 保有資産の売却や投資案件の厳選及び抑制等により、事業及び運転資金の安定的な確保に努めてまいりま

す。

③ 財務体質の改善・強化及び運転資本の充実のため、あらゆる資本政策等の可能性についても検討してまいり

ます。

 

以上の対応策を実施するとともに、今後も引き続き有効と考えられる施策につきましては、積極的に実施してま

いります。

現在、各取引金融機関には財務制限条項の抵触を理由とする期限の利益喪失請求等の権利行使を猶予いただくこ

とにご同意頂いていますが、その後の支援継続については現在各取引金融機関と協議中であり、資金調達の方法・

金額・条件・時期については確定していないことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られます。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1) 財政状態の状況　

（資産）

総資産は1,403億44百万円と前連結会計年度末に比べ、79億70百万円の減少（△5.4％）となりました。この主な

要因は、現金及び預金が100億95百万円減少、受取手形及び売掛金が24億56百万円増加したことによるものでありま

す。

（負債）

負債は1,193億４百万円と前連結会計年度末に比べ、79億４百万円の減少（△6.2％）となりました。この主な要

因は、支払手形及び買掛金が11億58百万円増加、短期借入金が３億２百万円増加したものの、長期借入金が73億61

百万円減少、流動負債のその他が37億47百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産は210億39百万円と前連結会計年度末に比べ、66百万円の減少（△0.3％）となりました。この主な要因

は、為替換算調整勘定が12億88百万円減少したものの、利益剰余金が12億91百万円増加したことによるものであり

ます。

　

(2) 経営成績の状況

世界経済は、金利上昇・高インフレの下で停滞感が強まっており、欧米は金融引き締めの影響で景気後退に陥る

懸念が見られ、中国も投資意欲の低迷や不動産市場調整長期化等により景気減速が見込まれていることから、依然

として先行き不透明な状況が続いております。

　わが国の経済は、サービス消費の復調は続いておりますが、回復は米国景気後退や半導体不足の調整が長期化す

ることで緩やかになると見込まれており、また賃上げ効果がインフレにより減殺されることから景気回復の勢いが

削がれるリスクも懸念されております。こうした中、当社グループの関連する自動車業界も車載半導体不足の緩和

による生産増加が期待されるものの、一方で景気減速に伴う需要減退が販売を抑える懸念もあり、回復は緩やかに

推移すると見通しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、501億87百万円と前年同四半期に比べ131億85百万円

（＋35.6％）の増収となりました。営業利益は、４億32百万円(前年同四半期は41億69百万円の営業損失)、経常利

益は、17億82百万円(前年同四半期は29億60百万円の経常損失)、親会社株主に帰属する四半期純利益は、12億91百

万円(前年同四半期は31億36百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失)となりました。

 
セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　（日本）

昨年のような世界的な半導体不足及び新型コロナウイルス感染症の影響による生産調整もなく、主要得意先の生

産台数が堅調に推移したこともあり、売上高は135億72百万円と前年同四半期比50億53百万円の増収（＋59.3％）と

なり、セグメント利益は10億43百万円(前年同四半期はセグメント損失８億44百万円)となりました。

 
（北米）

主要得意先の生産台数の増加や為替の影響により、売上高は247億２百万円と前年同四半期比73億42百万円の増収

（＋42.3％）となりました。しかしながら、原油価格上昇に伴う原材料費の高騰や外部環境の変化による物流費及

び労務費の上昇に加えて、為替の影響によりセグメント損失は17億１百万円(前年同四半期はセグメント損失43億40

百万円)となりました。

 
（欧州）

ロシアによるウクライナ侵攻の影響はあったものの、全体として半導体供給不足による影響が低下したことか

ら、売上高は55億11百万円と前年同四半期比16億34百万円の増収（＋42.1％）となり、セグメント損失は66百万円

(前年同四半期はセグメント損失２億35百万円)となりました。
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（アジア）

アセアン地区では主要得意先の生産台数増加影響はあったものの、中国ではゼロコロナ政策の影響による主要得

意先の生産台数減少により、売上高は64億円と前年同四半期比８億45百万円の減収（△11.7％）となり、セグメン

ト利益は９億97百万円と前年同四半期比３億５百万円（△23.5％）の減益となりました。

 
(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 
(4)　重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定について重要

な変更はありません。

 
(5)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は２億57百万円であり、この他に新車開発及び既存製品の

改良等で発生した研究開発関連の費用は７億73百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(6)　生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、日本セグメント、北米セグメント、及び欧州セグメントにおける自動車内

装部品の生産、受注及び販売の実績が著しく増加しております。これは、主要得意先の生産台数の増加や為替影響

及び半導体供給不足による影響が低下したことを受け、当社受注部品の生産、受注及び販売の実績が大幅に増加し

たことによるものであります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 127,695,000

計 127,695,000
 

 
②【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数 (株)

(2023年６月30日)

提出日現在発行数 (株)

(2023年８月10日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 39,511,728 39,511,728
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数は100株で
あります。

計 39,511,728 39,511,728 ― ―
 

 
 
(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

 2023年６月30日 － 39,511,728 － 5,821 － 1,455
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①  【発行済株式】

2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 663,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,832,400 388,324 －

単元未満株式 普通株式 16,128 － －

発行済株式総数  39,511,728 － －

総株主の議決権  － 388,324 －
 

(注) １. 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式5,000株(議決権50個)が含ま

れております。

２．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、「業績連動型報酬制度」にかかる信託口が保有する当社株

式155,400株（議決権の数1,544個）が含まれております。

 ３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が35株含まれております。

 
②  【自己株式等】

2023年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する
所有株式数の
割合(％)

（自己保有株式）

河西工業株式会社

神奈川県高座郡寒川町
宮山3316番地

663,200 － 663,200 1.68

計 － 663,200 － 663,200 1.68
 

（注）保有自己株式数には、業績連動型報酬制度導入に伴い設定した信託口が保有する当社株式155,429株は含まれて

おりません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 32,875 22,779

  受取手形及び売掛金 25,331 27,787

  製品 1,896 2,072

  仕掛品 10,912 10,304

  原材料及び貯蔵品 7,740 7,513

  その他 8,983 9,683

  貸倒引当金 △1,024 △1,036

  流動資産合計 86,715 79,104

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物
※１  51,359 ※１  49,802

    減価償却累計額 △29,641 △28,244

    減損損失累計額 △1,057 △1,068

    建物及び構築物（純額） 20,660 20,489

   機械装置及び運搬具
※１  95,350 ※１  96,697

    減価償却累計額 △71,825 △73,281

    減損損失累計額 △7,601 △7,641

    機械装置及び運搬具（純額） 15,924 15,774

   工具、器具及び備品 24,913 25,331

    減価償却累計額 △22,181 △22,624

    減損損失累計額 △309 △314

    工具、器具及び備品（純額） 2,421 2,392

   土地 6,784 6,782

   建設仮勘定 3,508 3,011

   有形固定資産合計 49,300 48,450

  無形固定資産   

   その他 269 155

   無形固定資産合計 269 155

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,135 4,574

   その他 7,894 8,059

   投資その他の資産合計 12,030 12,633

  固定資産合計 61,599 61,239

 資産合計 148,315 140,344
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 25,017 26,176

  短期借入金 61,540 61,842

  未払法人税等 723 610

  賞与引当金 637 479

  その他 19,042 15,295

  流動負債合計 106,961 104,404

 固定負債   

  長期借入金 15,404 8,043

  退職給付に係る負債 152 240

  その他 4,690 6,616

  固定負債合計 20,247 14,899

 負債合計 127,208 119,304

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,821 5,821

  資本剰余金 5,652 5,652

  利益剰余金 △1,573 △282

  自己株式 △535 △535

  株主資本合計 9,364 10,655

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 450 670

  為替換算調整勘定 400 △888

  退職給付に係る調整累計額 1,060 1,023

  その他の包括利益累計額合計 1,911 805

 非支配株主持分 9,830 9,578

 純資産合計 21,106 21,039

負債純資産合計 148,315 140,344
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 37,002 50,187

売上原価 36,927 45,104

売上総利益 74 5,082

販売費及び一般管理費 4,244 4,649

営業利益又は営業損失（△） △4,169 432

営業外収益   

 受取利息 77 80

 受取配当金 52 33

 持分法による投資利益 124 74

 為替差益 1,084 1,456

 補助金収入 52 21

 その他 65 108

 営業外収益合計 1,457 1,774

営業外費用   

 支払利息 163 340

 借入手数料 73 5

 その他 11 78

 営業外費用合計 248 424

経常利益又は経常損失（△） △2,960 1,782

特別利益   

 固定資産売却益 453 345

 投資有価証券売却益 493 －

 特別利益合計 947 345

特別損失   

 固定資産売却損 － 1

 固定資産除却損 6 7

 減損損失 21 －

 事業構造改善費用 20 66

 特別損失合計 47 75

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,061 2,053

法人税、住民税及び事業税 772 497

法人税等調整額 △94 △21

法人税等合計 677 476

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,738 1,577

非支配株主に帰属する四半期純利益 398 285

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△3,136 1,291
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,738 1,577

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △247 219

 為替換算調整勘定 2,446 △1,101

 退職給付に係る調整額 △48 △37

 持分法適用会社に対する持分相当額 188 54

 その他の包括利益合計 2,338 △864

四半期包括利益 △400 712

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,451 184

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,051 527
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当社グループは、前連結会計年度において３期連続で営業損失を計上しており、また、後記（追加情報）（財務

制限条項）のとおり財務制限条項に抵触していること等から、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に重要な

疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しているものと認識しております。

当社グループでは、当該事象又は状況を改善、解消すべく、前連結会計年度までに経営体制の刷新や生産体制の

見直し等の対応策を実施してまいりましたが、当連結会計年度においてもグループの収益力向上及び財務体質の改

善・強化を図り、安定した経営基盤を築くために、以下の対応策に取り組んでおります。

 
 (1) 経営再建策の断行

① 北米拠点では、外部専門家も交えた再建チームを立ち上げて、業績悪化の真因究明、課題に対する具体的な

対応策を組み込んだ経営再建策を策定・断行してまいります。また、主要販売先OEMとも協働し、生産現場

改善にも取り組んでまいります。

② 欧州拠点では、拠点再編・不採算事業の撤退等も含めた収益改善施策を検討してまいります。

③ 本社拠点では、人員体制の最適化等による人件費抑制策等の施策を継続的に実施してまいります。

 

 (2) 資金繰りについて

① 各取引金融機関には、財務制限条項の抵触を理由とする期限の利益喪失請求等の権利行使を猶予いただくこ

とにご同意頂いております。その後も継続的な支援が得られるように、各取引金融機関とは定期的に協議

を行う等により緊密な連携を続けてまいります。

② 保有資産の売却や投資案件の厳選及び抑制等により、事業及び運転資金の安定的な確保に努めてまいりま

す。

③ 財務体質の改善・強化及び運転資本の充実のため、あらゆる資本政策等の可能性についても検討してまいり

ます。

 

以上の対応策を実施するとともに、今後も引き続き有効と考えられる施策につきましては、積極的に実施してま

いります。

現在、各取引金融機関には財務制限条項の抵触を理由とする期限の利益喪失請求等の権利行使を猶予いただくこ

とにご同意頂いていますが、その後の支援継続については現在各取引金融機関と協議中であり、資金調達の方法・

金額・条件・時期については確定していないことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られます。

なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要

な不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であったKASAI SLOVAKIA s.r.o.を、清算が結了したこと

により連結の範囲から除外しております。

 
(追加情報)

(半導体供給不足に伴う会計上の見積り)

固定資産の減損等の会計上の見積りを行う上での半導体供給不足による生産活動の制約に関しては、当第１四

半期連結累計期間において回復傾向が見られたものの、引き続き不透明な状況にあります。このため、前連結会

計年度の有価証券報告書（重要な会計上の見積り）に記載した半導体供給問題の影響に関する仮定に重要な変更

はありません。
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(財務制限条項)

(1)当社が2022年５月26日に締結したシンジケートローン契約には、以下の財務制限条項が付されております。

① 2022年５月末日を初回とし、各暦月末日における単体の貸借対照表における現金及び預金（現金同等物

を含まない。）の合計額に、借入人の相手方当事者としての金融機関が貸付義務を有するコミットメン

トライン契約の未使用貸付極度額を加算した金額を20億円以上に維持する。

② 2023年３月期の第２四半期末日及び決算期末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を

2022年３月期比75％以上に維持する。

(注) 本財務制限条項に加えて、当社の現預金残高を一定金額以上に維持する要件があります。

2023年６月28日付の変更契約の締結に伴い、返済期日が2023年９月29日に変更されております。

なお、当第１四半期連結会計期間末において上記財務制限条項②に抵触しておりますが、取引金融機関から

抵触を理由とする権利行使の猶予にご同意頂いております。

この契約に基づく借入金残高は次のとおりであります。

 前連結会計年度

(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

 (2023年６月30日)

 借入金残高 25,166百万円 25,166百万円
 

 
(2)当社が2022年９月30日に締結した当社所有の寒川工場を担保としたコミットメントライン契約には、以下の

財務制限条項が付されております。

① 2022年10月末日を初回とし、各暦月末日における単体の貸借対照表における現金及び預金（現金同等物

を含まない。）の合計額に、借入人の相手方当事者としての金融機関が貸付義務を有するコミットメン

トライン契約の未使用貸付極度額を加算した金額を20億円以上に維持する。

② 本契約締結日以降の決算期（第２四半期を含む）の末日における連結の貸借対照表における純資産の部

の金額を2022年３月期比75％以上に維持する。

2023年６月30日付の変更契約の締結に伴い、コミットメント期日が2023年９月29日に変更されております。

なお、当第１四半期連結会計期間末において上記財務制限条項②に抵触しておりますが、取引金融機関から

抵触を理由とする権利行使の猶予にご同意頂いております。

この契約に基づく貸出コミットメントの総額及び借入実行残高は次のとおりであります。

 前連結会計年度

(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

 (2023年６月30日)

 貸出コミットメントの総額 4,500百万円 4,500百万円

 借入実行残高 －百万円 －百万円

 差引 未実行残高 4,500百万円 4,500百万円
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

建物及び構築物 371百万円 371百万円

機械装置及び運搬具 10百万円 10百万円

合計 381百万円 381百万円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年６月30日)

減価償却費 1,705百万円 1,820百万円

のれんの償却額 41百万円 －百万円
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ｉ 前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,518 17,359 3,877 7,245 37,002 － 37,002

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,073 － 15 167 1,256 △1,256 －

計 9,591 17,359 3,893 7,413 38,258 △1,256 37,002

セグメント利益
又は損失（△）

△844 △4,340 △235 1,302 △4,118 △51 △4,169
 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△51百万円は、セグメント間取引消去であります。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識はありません。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 13,572 24,702 5,511 6,400 50,187 － 50,187

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,156 － － 239 1,396 △1,396 －

計 14,728 24,702 5,511 6,639 51,583 △1,396 50,187

セグメント利益
又は損失（△）

1,043 △1,701 △66 997 272 160 432
 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額160百万円は、セグメント間取引消去であります。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

△81円07銭 33円37銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△3,136 1,291

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又
は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△3,136 1,291

普通株式の期中平均株式数(株) 38,693,064 38,693,064
 

（注）１．役員向け業績連動型株式報酬制度に係る信託が所有する当社株式を１株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期純損失（△）の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。なお、

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株

式数は前第１四半期連結累計期間155,429株、当第１四半期連結累計期間155,429株であります。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

 

 2024年７月29日
 

河 西 工 業 株 式 会 社
 

取　締　役　会    御　中
 

 

 

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

横　　浜　　事　　務　　所
 

 
 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 京　嶋　　清兵衛   

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 向　井 　基　信   

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている河西工業株式会社の

2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６月30

日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、河西工業株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
継続企業の前提に関する重要な不確実性

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、前連結会計年度において３期連続で営業損失を計上

しており、財務制限条項に抵触していること等から、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が

存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該事象又は状況に対する対

応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前

提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。当該事項は、

当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して2023年８月10日に四半期レビュー報告書を提出しているが、

当該訂正に伴い、訂正後の四半期連結財務諸表に対して本四半期レビュー報告書を提出する。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
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表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記はの四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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